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概要 
インターネット検索において，検索者が自身の必要

とする情報やその入手方法を適切に把握していない
(情報要求が曖昧な)場合がある．本研究では，Yahoo!

知恵袋に投稿された質問文を，質問者の情報要求が言
語化されたものと捉えて分析し，曖昧な情報要求が言
語化されたときの特徴を探索した．外部のwebページ
を参照する回答が寄せられた質問文中で出現頻度が高
くなる語を発見したが，情報要求の曖昧さとの関係性
は今後検討する必要がある． 
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1. はじめに 

インターネット上の情報量の増加により，人々が身

近な問題解決に取り組む際に，ウェブ情報検索によっ

て情報を集め利用することが一般的になった．その中

で，ウェブ情報検索を行うユーザー自身でさえ，自分

が必要としている情報を的確に言語化できないような

状況や，検索システムに入力すべき適切なクエリが思

いつかない状況下でもウェブ情報検索を行う場合があ

る。そのような状況下では，ユーザーは問題解決に役

立つ情報を効率的に得られないことが指摘されている

[1][2]．そのような検索に対する支援が求められるが，

そのためには，支援の対象となるような曖昧な情報要

求を検出する必要がある．そこで，本研究では，問題

状況はある程度把握されているものの，その解決に必

要な情報や，その情報を得るための方法を適切に把握

していない状態を，「曖昧な情報要求」を持つ状態とし

て，その情報要求が言語的に表現されるときの特徴を

探索的に調査した． 

言語化された情報要求とみなされてきたものの一つ

に，コミュニティ Q&A サイトに投稿された質問文が

ある[1]．本研究では特に，インターネットに存在する

情報を参照する URL を含むような回答が寄せられた

質問文に注目し，それらの質問文に共通する特徴を探

索した．回答となるWebページがインターネット上に

存在するにもかかわらず質問が投稿された原因のひと

つは，質問者の Web 検索によって問題解決に役立つ

Web ページが発見・検索できなかったこと，すなわち

質問者が明確な情報要ができなかった（曖昧な情報要

求のみが可能であった）からだと考えられるからであ

る． 

2. 対象と方法 

調査対象として，Q&A サイトである「Yahoo! 知恵

袋」に過去に投稿され解決した質問から無作為抽出さ

れたデータセット[3]を用いた．データセットに含まれ

ている質問約 206 万件のうち，約 24 万件に，URL を

含む回答 (以下「LA」とする) があった．LAがあった

質問 (以下「LA あり質問」) と，そうでない質問 (以

下「LAなし質問」) それぞれから，質問者自身が選択

した質問主題を示す「カテゴリ」の比を維持できるよ

うに 1万件ずつを抽出し，分析の対象とした． 

分析対象とした質問の全文に対し，形態素解析用辞

書UniDic，形態素解析用エンジンMeCabを用いて形態

素解析を行った．その結果をもとに，質問文の文字数

と単語数の分布，および，質問文中の各単語（名詞・

動詞・形容詞・副詞に限定し，日本語の文章に一般に

よく出現する語[4]・補助動詞を除いた）出現頻度を調

べた． 

3. 結果 

各質問文の文字数と単語数は幅広く分布し，LAあり

質問とLAなし質問の間に明確な差は見られなかった． 

(図 1，図 2)． 

一方で，質問文中の出現頻度が高い語については，

LAあり質問と LAなし質問の間で違いがみられた．例

えば，「教える」・「下さる」・「分かる」といった語は，

いずれの質問文でも出現頻度が高かったが，LAあり質

問でより多く見られた．また，「曲」のように LAあり

質問でのみ出現頻度が特に高い語もあった． (図 3，図
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4)  

 

 

図 1 各質問文の文字数 

 

図 2 各質問文の単語数 

4. 考察 

調査の結果，Q&Aサイトにおいて，外部のwebペー

ジを参照する回答が寄せられるような質問文について，

文字数・単語数においては明確な特徴がみられなかっ

たが，「教える」「下さる」「分かる」や「曲」といった

単語の出現頻度が高いという特徴が発見された． 

「教える」「下さる」といった語の出現頻度が高い理

由として，丁寧に質問文が記述されている・事実を問

うている，といった質問の仕方によるものが考えられ

る．また，「曲」という単語の出現頻度が高い理由とし

ては，特定の音楽に関する情報を求める質問には外部

のwebページを参照して回答しやすい，といった質問

の主題によるものが考えられる．いずれも，今回発見

されたような特徴が生じる理由を明らかにするために

はさらなる検証が必要であるが，外部の webページを

参照する回答が寄せられる要因として，質問者の情報

要求の曖昧さ以外にも，質問の主題や質問の仕方とい

った要因がある可能性が示唆された． 

また，今回発見された特徴のうち，質問者の情報要

求が曖昧であったことに起因するものがあるかについ

ても，さらなる検討が必要である． 
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注：実際に使用したページを次に示す． 

http://svn.sourceforge.jp/svnroot/slothlib/CSharp/Version1/Slot

hLib/NLP/Filter/StopWord/word/Japanese.txt 
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図 3 LAあり質問文中の単語出現頻度（上位 30語）  

 

図 4  LAなし質問文中の単語出現頻度（上位 30語） 
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